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■登山隊及び役割

長(簿外)末 山 拷 ― (●Z偉 )

所  埼 玉県東松山市在住

属  埼 玉県山岳連盟海外登山委員会

山学同人 比企

日本山岳会

日本ヒマラヤ協会

北米大陸最高峰iマッキンレー(6,194m)登頂

カラコルムヒマラヤ:ハラモシュ(7.406m)敗退
マレーシア:キナバル(4,095m)登頂

アフリカ大陸最高時:キリマンジャロ(5895m)登頂

南米大陸最高峰:アコンカグア(6,951m)登頂

ヨーロッパ大陸最高峰:エルブルース(5,642m)敗退
パブアニューギニァiウィルヘルム(4,508m)登頂

ヨーロッパ大睦最高峰:エルブルース(51642m)敗退

ネパールヒマラヤtゴーキョ・ピーク(5,360m)登頂

オーストラリア大陸最高峰iコジオスコ(2,223m)登頂
ヨーロッパ大陸最高峰 :エルブルース(5,642m)登頂

南樋大陸最高峰:ビンソンマシフ(4,897m)登頂

中国チペット:シシャパンマ(3012m)登頂
ネバー,レヒマラヤ:冬季アイランドピーク(6,1 60rn)登頂

中国チベット:チョモランマ(3,348m)登頂

ネパールとマラヤtカラパタール(5545m)登頂

ネパールヒマラヤi冬季ロブチェ,ィースト(6,199m)登頂
中国チベット:チョーtオユー(3,201m)畳頂

ネパールヒマラヤ:パルチヤモ(0,133m)登頂

ネバールLマラヤ:メラ・ピーク(6467m)登頂

障

住
所

く海外登山歴 >

1973年 6月

19フ4年 8月

2001年 10月

2001年 12月

2002年 12月

2003年 7月

2004年 4月

2004年 7月

2004年 12月

2005年 5月

2005年 フ月

2006年  1月

2006年 5月

2007年 1月

2007年  5月

2008年 12月

2008年 12月

2009年 9月

2010年  3月

2011年 4月

所

属

住

所

く海外登山歴 >

2008年 8月

2009年 9月

2011年  4月

EE酷晨(医療/密億)回 問 送 (●g歳 )

埼玉県さいたま市在住

埼玉県山岳連盟海外登山委員会

浦和渓稜山岳会

インドとマラヤ :スタ,レバイジャン(6,507m)登頂

中国チベットiチョー・オユー(3,201m)登頂

ネパールヒマラヤ:メラ・ピーク(6,467m)登頂



所

属

住

所

<海 外登山歴 >

2001年  8月

2005年 8月

2011年 4月

酷貫(記録)い 碑口 刊字 (●Z歳 )

所  埼 玉県上尾市在住

属  埼 玉県山岳連盟海外登山委員会

遠峰山岳会

住

所

インドヒマラヤ:ラホール山群(6184m)敗退
ヨーロッパ大陸最高峰tエルブルース(5642m)登頂

ネパールヒマラヤ:メラ・ピーク(6467m)登頂

シェ,レパ

階員(a糾 )塩 谷 市子 (●4歳 )

東京都滑瀬市在住

埼玉県山岳連盟海外登山委員会

大宮山岳会

く海外畳 山歴>

1975年 3月  北 米大陸最高峰 「マッキンレー(6,194m)敗退

1985年 8月  ヨ ー回ッパ :モンブラン(4,310m)登頂

1990年 1月  南 米大陸最高峰 :アコンカグア(61951m)登頂

2003年 1月  ネ バールヒマラヤ :ヤラ・ピーク(5520m)登 頂

2003年 8月  ヨ ーロッパ大陸最高峰 :エルブルース(5,642m)登頂

2003年 12月  マ レーシア:キナバル(4,095m)登頂

2006年  1月  ア フリカ大陸最高峰 :キリマンジャロ(5,895m)マチャメルート登頂

2009年 11月  ネ パールヒマラヤ iカラパタール(5,545m)登頂

2010年 8月  ヨ ーロッパ :モンテ回―ザ(4,604m)登頂

2010年 3月  ヨ ーロッパ :モンブラン(4,810m)登頂

2011年 2月  ア フリカ大陸 tケエア山レナナピーク(4,985m)登頂

2011年 2月  ア フリカ大陸最高峰 tキリマンジャロ(5,395m)マラングルート登頂

2011年 4月  ネ パールヒマラヤ :メラ・ピーク(6467m)登 頂

ドメ`シェルバ(35歳 ) パサン カミ(48歳 )

シエルパ

ニマ ラッパ (37歳 )

シエルパ

ラッパ ヌルブ(25歳 )



コツク

口行動 日程表

(総日数 :23日 間 予 備 日含む)

※登頂 日:2011年 4月 12日 (木)午 前 9時 20分

キッチンボーイ キッチンボーイ キッチンボーイ

ギヤンバート(22歳 )ニマ ラッパ (38歳 ) ダワ(25歳 ) サンゲ(19歳 )

月 日 曜 行  動  予  定 備  考

3/31 (木) 羽田空港 → バンコク → カトマンズ空港 T6-661/TG-319

4/01 (金) カトマンズ空港 → ルクラ空港 国内線

4/02 (」と) ルクラ → チ ユタンガ

4/03 (日 ) チュタンガ → カルカテン

4/04 (月) カルカテン → ツェトラ

4/05 (火) ツェトラ →  コテ

4/06 (水) ヨテ滞在

4/07 (木) コテ → タンナ

4/08 (金) タンナ滞在

4/09 (」L) タンナ → カーウ(BC)

4/10 (日 ) BC滞 在

4/11 (月) カーレ →  Hc

4/12 (火) HC→ メラピーク山頂 → カーレ(eC)

4/13 (水) カーレ(BC)→ コテ

4/14 (木) コテ滞在

4/15 (金) コテ →  ツ エトラ

4/Ⅲ6 (」L) ツエトラ → カ ルカテン →  チ ュタンガ

4/17 (日 ) チュタンガ → ルクラ

4/18 (月) ルクラ空港 → カトマンズ 国内線

4/ 9ヽ (火) カトマンズ滞在

4/20 (水) カトマンズ滞在

4/2モ (木) カトマンズ空港 → バショク空港 TG-320

4/22 (金) 成田空港 TG-642



ロメラ・ピークの概要

ネパールヒマラヤ束部のクーンブ山群に空える、メラ・ピークは中央峰(6461m)、 北峰(6
476m)、 南峰(6065m)で 構成された独立時である。

ベースキャンプまでのアプローチに、約4600mの ザトルワ・ラ(峠)があるため、高度順化

に失敗し、吉汁をなめるパーティも多い。体嗣管理が登頂の成否を決める。

しかし、カーレのベースキヤンプに入れば、ヒマラヤ山群の眺望を満喫できる抜群のロケー

シヨンが広がる。

そして、山頂付近からはニペレスト、ローツェ、マカルー、チヨ・オユー、遠くカンチェンジュン

ガなどの8000m峰 や数々の名峰、秀峰を眺望することができる。
2011年 4月 12日 午前9時 20分 、埼玉県山岳連盟海外登山委員会の有志で構成した、

「彩の国メラ・ピーク登山隊」の大山光一、風間進、塩谷番子、小茂田利孝の4名が、全員畳

頂を果たす。
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■行動記 録                大 山 光 ― (山学 同 人 比 企 )

3月 30日 (水)

15:55東 松山駅発

18:05羽 田空港国際線ターミナル着

今回のネパール行きは、昨年秋に開港した羽田空港を利用して、バンヨク空港内での滞在

時間を短縮することにした。

東武東上線で池袋駅へ。山手線に乗換え、浜松町駅で下草。そこから、モノレールで国際

線ターミナル駅へ向う。

個人装備と食料品を入れた二つのダッフルバツグは、背中のザックと合わせてかなりの重

量になり、階段の昇降では幾度も汗を拭くことになった。東日本大震災の影響による、節電

対策として、駅のエスカレーターが利用できなかったこともあり苦労した。

そんな悪戦昔闘をしながら、拍定場所に到着すると、塩谷善子隊員が待機していた。空港

内は、先日の地震の影響なのか、海外登山や旅行者の姿は閑散としていた。やがて、時間

の経過とともに風間進副隊長、そして小茂日利孝隊員が集合してきた。

ところが、細谷宣朗隊員の到着が遅れていた。そこで、現在地を確認するために、梯帯電

話に連絡したが応答がなかつた。再度、悌帯電話に連絡したが応答がないので、自宅に電

話したら、本人の声が受話器の向こうから聞こえてきた。本人が集合日時を勘達いしたよう

だ。

時間的には、自宅からタクシーで乗り付ければ間に合うだろうと伝えたが、キャンセルする

という。残念ではあつたが、本人の選択なので仕方がない。

そんなハプニングが登山隊の最初の試練となつた。タイ航空のカウンターは、混雑もなくス

ムースに手続きは終わった。搭乗手続きの折に預ける荷物も5人を想定し、配分を決めたの

で、予定が狂つたが、結果的には、89kgで収まつた。気分を取り直して、日本での最後の食

事を三階の食堂街に求めた。

3月 31日 (木)

OO:20羽 田空港発

05:00バ ンコク空港着

10:15バ ンコク空港発

13:30カ トマンズ空港着

食事が終わると、早目に出国手続きを行なうことにした。身体検査と手荷物検査を受けて、

待合室に向かう。バンコク行き TG-661便 は、深夜時間帯のO時 20分 出発だつた。ゲート前

の待合室で過ごす。時間の経過と共に、桑客の塊ができた。

やがて搭乗アナウンスに寄われて、バスで航空機まで移動する。タラップを昇るとタイの微

笑が待つていた。座席のシートベルトを締めると、小さな窓に映つたのは、書い誘導灯に沿つ

て大きなボーイング747-200の 機体が動き始める光景だつた。

日付が変わつて、まもなくTG-661便 は、轟音を残して大空に翼を広十ザて飛び立った。夢

をかたちにするためにとマラヤに向かう、そんな意気込みを感じさせてくれる。

空の旅のささやかな楽しみは機内食である。そんな食事を満喫し、音楽を聴きながら寛いで

いると、緊張感から解放されて、やがて睡魔に撃われた。

どのくらいの時間が経過したのか、機内アナウンスの声に目を覚ますと、小さな窓に早朝



のバンコク郊外の風景が視界に入つてきた。

やがて、大きく旋回すると機首を下げて者陸態勢に入つた。次の瞬間、機体が滑走路の鋭

い衝撃を吸収したしたとき、大きなブレーキ音を残して急激に速度が落ちて停止した。まもなく、

その大きな賞をスワンナブーム空港に休めた。

日本と′`ンコクの時差は2時 間。広い空港内を乗換えのために移動する。待合室で待機し

ていると、偶然にも山岳ガイドの倉岡裕之氏に会う。今回は、インドネシア隊に同行してエベ

レストに向かうと言う。

10時 35分 発の TG-319便 は、定接1にスワンナプーム空港を離陸した。バンコクからカトマ

ンズヘの飛行は、ヒマラヤ山脈を眺めながら快適な室の旅を滴喫することができる。

やがて、機体が大きく旋回し、トリブバン空港に到着した。日本とネパールの時差は、離が

決めたのか3時 間15分 という、何とも中途半輔な時間である。タラップを降りながら、一年振

りのカトマンズの風に吹かれた。

入目手続きを終えて、ターンテーブルの荷物を台車に職せて到着ロビーに出る。シェルパ族

のベンパ・ギヤルゼンが出迎えてくれた。空港から市内中心部まで約6kmの 道程を、専用車

で市内のホテルに向う。

車態に映る市内の風景は、は騒感と書笛が鳴り学き、人間の長しい姿を重ねることができ

る。を者男女が今日を生きることを表剣に考えている。そんな様子が、周囲に法れ活気ある

光景となつて迫つてくる。

ホテル・ギャンジョンは、テベット風の雰囲気がある。ロビーで、明日からの登山について打

合せを行なう。

空港に出迎えてくれたペンバ・ギヤルゼンは、新潟の登山隊に同行して、カラパタールに行く

というので、お互いの成功を祈念して別れた。

夕食は、フランス大使館の隣にあるロイヤル幸ガーデンに出かけた。オーナーの戸張登聖

さんには、日本からメールで知らせておいた。

昨春のパルチヤモ登山以来の再会である。現地情報と今年のとマラヤ螢山隊の動向を伺
う。そして夕食後、明日、ルクラヘ向けて出発することを告げてレストランを離れた。

ホテル・ギヤンジョン



4月 1日 (金)

05:OOホ テル・ギヤンジョン発

05,35カ トマンズ空港着

12:30ル クラ空港着

午前4時 30分 、妥話器からモーニングコールが届いた。ホテルが準備してくれた朝食を持つ

て、迎えにきた専用車に乗り込む。

これから国内線で、ルクラ空港にセスナ機で移動する。早いフライトに搭乗できれば、一日

を有効に使える。さすがに、早朝の時間帯では、昼間の喧騒感も騒々しさもない。時折、聞こ

えるのは鶏の鳴音声だ。従つて、混雑もなく空港に到着することができた。

待合室までは順調だつた。ところが、天候の状態が悪いので、しばらく様子となり待機するこ

とになつた。

ポカラ方面の国内便は飛んでいるのに、われわれの目的地ルクラ便は、いつになつたら飛

行が再開されるのか、わからない。この場合、ただ待つしかないのだ。

結局、狭い待合室で、約5時間余りの待機を余犠された。長かつた待ち時間から解放され

て、バスに乗り込み、指定のセスナ機に乗り込む。それだけで、ルクラが近くなつた感じだ。

ところが、アイランドピークに向かう韓国隊と同乗することになり、われわれの荷物が積み

残された。その結果、ルクラで荷物の到着を持つ羽目になつた。すべてが思い通りにいかない

ものだ。これもヒマラヤ登山とあきらめることにした。

ルクラまでの飛行時間は約30分 余り。セスナが憂間に入ると、気流の関係で小さな機体

が激しく揺れ、恐怖心を与えるには十分ではあるが、そんな環境は体に良いはずがない。

ルクラ空港の特徴は、山の急崚な斜面に向かつて、狭く短い滑走路があるだけなのだ。昨

年の夏、墜落事故が発生したのは記憶に新しい。

シェ,レ′` ロッジのテラス

今夜の宿泊先は、ルクラ空港の前にあるシェルパ=ロッジだ。中庭のテラスに腰を降ろす。

そこには外国隊も休憩していた。

遅い昼食後、われわれの登山隊に参加する現地メンバーと顔合わせを行なう。カトマンズ

から同行した一人のシエルバを除いた3人のシェルバとコック、それにキッチンボーイを紹介さ

れたが、同姓同名もいるので、一度で名前と顔が覚えらず苦突した。



4月  2日 (土)

08:00 ,レ クラ発

10:30チ ュタンガ着

山の朝 は早い。夜明 けに誘われて行動を開始する。ネパールの登 山スタイルは、テントに

モーニングティーが運 ばれ、次に洗顔用のお揚が配られる。そして朝食へと、この行為がリズ

ムカルに行なわれる。そんな、生活が今 日から始まった。

朝食は、シェルパ・ロッジのダイエングルームを利用する。今回の登山は、過去の登山経

験を活かして、調味料を中心に日本から運んできた。

朝の挨拶を交わしながら、メンバーの顔色を桐う。まだ、高度障害の症状もないようだ。ル

クラからメラ・ピークヘの畳山道は、有名なエペレスト街道に比べれば、裏街道のような感じで

ある。静寂に包まれて現地に暮らす人々の生活道を利用する。

そして、今回のメラ・ピーク登山の大きな特徴は、多くのヒマラヤ畳山で利用されているゾッ

キョやヤク、あるいは馬などの動物による物資の運搬ができないということである。

即ち、物資の運搬は、すべて人力で運ふということである。言葉を変えれば、より自然に近

い環境で登出をすることになる。

点在する民家の軒下を縫うようにして、高みへと高度を上げていく。あたりには牧歌的な光

景が広がり、人々の生活感を垣問見ることができる。子供たちの実い芦が空間に零れ、穏や

かな時間が流れる。村林帯を構成するのは、日本では枚のような存在だが、このネパールで

は大きな樹木となる石補花である。

ヒマラヤの優に入って行く、そんな印象を持つた。山腹の生活道路は、あるときは谷を越え

て、再び山道に繋がる。振り返れば、ルクラの集落と白い山脈が逮い風景となり、碧い空を背

景にコントラストを描いている。そんな遠景を眺めながら辿り着いたのは、今日の宿泊地チュ

タンガだった。

4月 3日 (日)

07:50チ ュタンガ発

10:50カ ルカチン着

テントから挑めるヒマラヤの山々は、白い化粧を施し、われわれの訪間を歓迎してくれてい

チュタンガのテント将からの跳望
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るようだ。そして自然と融合するような錯覚を覚えながら、山で過ごす最初の朝をテントで迎え

た。大地の匂いを満喫しながら、少しばかり興奮を覚える。それは山に還る、そんな雰囲気を

感じたからだ。

今回に限らず、とマラヤ置山では、プライバシーを尊重する意味で、一人でひとつのテントを

使用することにしている。いくら仲間でもストレスの増す登山のような行為では、長期間を同室

で、あるいはひとつのテントの中で共同生活するのはキいだろうと考えたからだ。

もし、我慢できても限界はすぐに訪れると判断して、アタックのハイキャンプ以外は、プライ

バシーを優先することにした。それは、わたしの違い昔のll憶の中にあつた。

それぞれが自分のペースでモーニングテイーを味わい、洗面器に配られる暖かいお湯で顔

を洗うことができる環境を有難いと感じていることだろう。

そして、朝食はリクエストに答えて、お粥が用意された。日本では、病院食として食べる機

会が多いが、高所畳山では胃の負担を軽くするために、わたしは積極的に活用している。

次に、テントを撒収して一夜を過ごしたテント場を離れる。そして基本的には、登山行動は午

前中に留めることにしている。それは高度に身体をほらすためである。

血液中の赤血球を増加させるためには、急激に高度を上げても駄目なのだ。身体は、高

度に対して少しずつしか変化できないのだ。

ネパールのゆっくりは、ビスタリー、ビスタリーと言う。そんな音薬を繰り返しながら、のんびり

と歩行を重ねる。やがて残雪の山肌は急な斜面と不安定な足場になつてきた。ジグザグの登

山道を慎重に高みに向かつて登つて行く。

山の斜面にへばりつくような狭い場所に、今日の宿泊地カルカテンはあつた。岩と雪の世界

に描かれた人間が存在できないような環境に人々は細々と生活を営んでいた。

昼食後、宿泊予定地のテント場に出かけたが、雪が融けてテントが張れるような状態ではな

かった。そこで、ダイニングルームと併設されたスペースに雑魚機の状態で宿泊することを決

めた。結果的には、この決断が正解だつた。

午後は重要な行動が控えていた。それは明日のザトルワ・ラ(峠)越えの負担軽減を図るた

めに、事前に高度順化をすることにした。目標は、標高差で100m余 り登るということだつた。

食後の適度な運動になるだろう。

ところが一緒に出発したメンバーのひとりが登山靴を交換するというので、戻つたのだ。そ

の結果、先行するメンバーと距離が開いてしまった。雪の急斜面は足取りが思うように進まな

いようだ。わたしは先行パーティと遅れたメンバーの中間で、そんな足取りを計測していた。

アイゼンを装着した、後続のメンバーは、遅れを続回するつもりで一気に高度を上げて追い

つこうとしている様子が伺える。この行為が裏目に出た。

下山中の先行パーティに合流した途端、雪面にロロ吐した。急激に高度を上げた結果、高度

障害を起こしたようだ。アイゼンを装着したことで、歩行が速まつたことも一因だろう。
ロッジに戻ると、頭痛を訴え、夕食もほとんど手をつけず聴袋の中に入つてしまつた。ダイア

モックスを半錠与えて様子を伺うことにした。

そんな夜半、雪が降り出し、稲妻が間を照らす。雨の雷は経験しているが、降雪時の雷は

違秀E感がある。勿論、シェルパたちは意に介さないが、わたしには奇異な光景に映るのだ。

4月  4日 (月)

08:00カ ルカテン発

10:25 ザ トルワ ラ(峠)着



10:40ザ トルワ・ラ(峠)発

13:20 ツ ェトラ着

夜明けの訪れに遠慮するように雪も止み、雷鳴も消えた。テントから始まる、いつもの行為

を繰り返し、朝食後、出発の準備を始める。

今日は、約4600mに 位置するザトルワ・ラ(峠)越えが待つている。もしかしたら今回の登

山で一番の難所かもしれない。遠方の雪に埋もれた峠越えは、とても遠く、そして高く感じら

れた。

アイゼンを装着して万全を期す。昨夜中高度障害の洗ネLを受けたメンバーには、夜半にも半

錠のダイアモックスを投与しておいた。その効果なのか、体翻は大分安定してきたと言う。

多分、高所畳山におけるペース配分がわかつていないらしく、深呼吸を進めても、意識して

行動できない様子が伺えた。血中酸素濃度が60前 半まで下がり、対処方法として深呼吸す

れば改善するのに、自己判断で継続をしないのである。

他のメンバーから、繰り返し言われても継続は難しかつた。もつと素直に実行すれば効果が

上がるのに、残念である。

やはり、ザトルワ`ラ(峠)への行程は苦しい登りとなつた。最後の畳りは一気に上昇するの

で少し緊張が伴つた。ボーターも苦労して登つているのが、足取りの重さでわかる。
どうにかザトルワ"ラ(峠)に到着。ここは約4600mの 高度を有し、風にたなびくタルチョ越

しに白きヒマラヤの峰々が手に取るように見える。

休憩後、ここからは下降気味に続く長いトラバースが待つていた。淡雪の積雪は今にも雪

競の起きそうな様相を呈し、不安が脳程に広がった。従つて、気持的には一気に駆け抜けた。

そんな感じだ。

ザトルワ=ラ(峠)にて

そして、あいにく途中から降雪に見舞われ、一日として定まらないこの天候に苛立ちを隠せ
ない。視界が消えた乳白色の世界は母E離感も時間の感覚を忘れさせてくれた。

そんな先行きに不安を連れて、シェルパの後を追うと、まさか、こんな場所に人家があるこ

となど想像しない場所に、一軒の茶屋が現われた。一瞬、驚きを隠せなかつた。ドアを開いて

中に入ると、先行者のポーターたちが、暖を取りながら昼食をしていた。ミルクティが冷えた身
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体を走り廻つた。

昼食後、断続的に現われては消える視界に一喜一憂しながら、目的地のチュリカルカを目

指す。時折、現われるタルチョの存在が道標である。売涼とした雪と岩の世界を使重に辿り、

そして高度を下げる。そのお陰で濃い酸宗を一杯吸収することができるので、身体が元気に

なつてきた。

下山中、ハプニングが起きた。メンバーの一人が持っていたストックの先端を紛失してしま

つた。本人はどこで紛失したのか気がつかなかった様子。シエルパが戻り、言に中から探して

きてくれた。ありがたいものだ。昔労したが、どうにかツェトラに到着した。長く緊張した一日の

行程がやつと終わった。

今日の行動はここで終わり、明日に備えて休養するはずだつたが、テントや装備を運ぷポ
ーターが遅れていた。あのルートを迪っているのであれば遅れても仕方がない。安全第一で

ある。のんびりと行つことにした。

石造りのロッジのダイニングルームで待機しているのだが、寒気が成張つていた。暖炉はあ

るが、鶏冠帽子を被ったロッジの若き主人は暖炉に火気を入れる様子はない。暖炉の傍には

競代を常求する張り紙があつた。

それと、気になつたのは、入日のドアの開開が思わしくなく、風が吹くたびに勝手に開いてし

まうのだ。その途端、寒気が遊びにやってきた。そんな苦労の異てに、やっと暖炉の思恵を受

けることお`できた。

しかし、こんな辺部な場所でも、ソーラーパネルによる電気の供給があり小さな蛍光灯があ

たりを照らし、和やかな雰囲気をかもしだしてくれた。照明器具のある風長は貴重なものであ

る。

各自が寛ぐテントはプライベートを尊重し、個人毎に準備した。勿論、テントの中には暖をと

る衝はない。自分の持参してきた衣類を縫い一夜を過ごすのだ。やがて睡慶に襲われて、し

ばしの休息を出に抱かれて眠る。

4月  5日 (火)

08:00 ツ ェトラ発

15:00コ テ着

出の中膜にあるツェトラの集落から、ヒマラヤの蒼い空を仰ぐ。一日の始まりにコックの動き

が慌しい。そんな活気ある声があたりに響く。雪上に張つたテントの寒さを水簡の水が凍つた

ことで知ることができた。

でも、そんな寒さもヒマラヤの出中では当然だ。昨日のザトルワ・ラ(峠)越えが、思つたより

普労しなかつたので一安心した。

いつものように、朝のセレモニーが行なわれ、やがてロッジのダイエングルームに準備され

た朝食に箸を運びながら、メンバーと言葉を交わす。体調のことや今日の行動についてが、

主な内容である。高度時書に悩まされたメンバーも多少元気になつてきたようだ。

今日の行程は、宿泊地のコテまで、ただひたすらに高度を下げる。幾つかの谷と浅い岩稜

を越えながら、雪の斜面が消えた欄林帯を目指す。

途中、目指すメラ・ピークが初めてその姿を現した。雪を埋もれた白き峰だ。カメラのシャッ

ター音が聞こえる。全員が、初めて訪れる山である。

眼下には石梅花の群落が広がつているが、可憐な花を眺めることはできなかつた。まだ、

季節は冬の中だつた。
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メラ・ピークに向かうとき、ヤクやゾッキョなどの動物が通れるような畳山道は存在しない。雪

に開ざされたザトルワ・ラ(峠)越えがあるからだ。その分、エペレスト街道に比べれば訪れる

人が少ないので静かな山歩きやトレッキングを楽しむことができる。

途中で、ランチタイムとなつた。到着したコックは、キッチンポーイを使つて、食事の準備をし

ている。その待ち時間を利用して、冷たい沢の水で洗顔と歯磨きをする。

スパゲッティとネパリスープの昼食をテラスのテーブルで食べる。山の景色を眺めながら、

最高な雰囲気でランチタイムを楽しむ。登山隊のもうひとつの光景である。

昼食後、コックたちのペース、荷物を運ぶポーターのペースと交錯しながら、それぞれのペ
ースで、宿泊地のコテに向かう。

勿論、登山隊のメンバーも食後とあって、足取りは軽い。樹林帯の中に続く登山道の所々

に、石段が築かれていた。悠久の時代から、この道は命をつなぐ道として、活用してきた人々

がいるのだ。あの急峻な雪の斜面を通り、町で仕入れた日用品や生活用具を運ぷ多くのポ
ーターの姿を見かけた。

午前中は、弦しいほどの陽射しを浴びて歩行できたのに、にわかに空模様が怪しくなつてき

た。周囲の風景が白い世界に包まれると、あつという間に梁の沈札を受ける破目になつた。

山の天気は分からない。

防寒着を着用するか、歩きながら思案していると、集落の八日を知らせるゲートが視界に入

つてきた。そこが今夜の宿泊地ヨテだつた。橋を渡ったところにあるラマ・ロッジのダイニングル
ームに入る。

元気なママさんの声に誘われて、テントを担いだポーターが到着するまで待機することにな

つた。店とロッジを経営しており、電話もあるが天候で■波状態が左右されると言う。

テント場は、水はけの良い平坦地だ。昨夜は雪の斜面だつたが、今夜は砂地。霰の降る中
でポーターの運んできたテントが設皆され、それぞれのプライベート空間が確保された。

4月 6日 (水)

08:00コ テ発

40タ ンナ・ゴンパ着

20タ ンナ・ゴンパ発

50タ ンナ着

ラマ・ロッジのママに見送られて、出発する。集落の軒先を抜けて、単翻な河原沿いの登山

道を黙々と歩む。まもなく暑さのために小休憩となつた。両側の谷に沿つて土砂の崩壊があり、

時折、自然落下している光景に出会う。
ヒンクーョーラに沿つて、広い河原歩きは変化も乏しく単捌だった。そんなときは遠方に映る

自き峰を仰ぐ。地図で位置を確認しながら、山名を告げるシェルパの言葉に耳を傾けた。
やがて、谷から離れて緑やかな斜面を辿ると一軒の茶屋があり、そこには先行していた牛ッ

チンボーイが暖かいジュースを持つて待機していた。ここで昼食となつた。

食事の準備は、水汲みから始まる。その水場だつて近場にあるとは限らず、かなりの距離
を重いポリタンクを担いで往復することもある。

昼食が準備できる間、風の往来を考慮して、シェルパが陽だまりを見つけてシートを広げた。

転寝をしながら、ヒマラヤを財とめる。こんな贅沢な環境は、まさに至福のときと感じた。

そして特設の屋外ベンチで、周囲の風景と共に食事をする。優雅なひとときである。再び、

荷物を背負つて高みへのチャレンジ、と言つても、かなり身体は高度順化してきたようだ。誰も
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高度障害の自党症状を析えていなかつた。のんびりと周囲の景色を眺めながら、マニ石に刻

まれた文字を追う。

シエルパから、この先にゴンパはないと問いたので、安全登山の祈願をするためタンナ・ゴン

パに立ち寄ることにした。岩小屋を上手に利用して建物と合体させた工夫が見事だつた。僧

侶の唱える読経が、神々の権家、ヒマラヤに届く。

今日も空模様の急変で、ほが舞つてきた。毎日、不安定な天候に翻弄されている。いつにな

つたら天候が安定するのであろうか。

ゴンパを離れて、緩い傾斜地の中に続く畳山道を辿ると、やがて宿泊地のタンナが視界に

入つてきた。数軒のロッジがあり、その一角に入つた。ロッジのダイニングルームに、照明器具

はなかつたが、石作りの小屋には、ビニールを張つた明かり取りの憲があつた。

4月 7日 (本)

タンナ滞在 (高度順化)

08:50 タ ンナ発

1■ 30タ ンナ着

日本を出発してから一週間余りが機通した。そこで、今日は体養を兼ねてタンナに滞在する

ことにした。

朝食後、裏山に高度順化に出かける。残雪の点在する斜面を登つて行く。徐々に高度を上

げながら、タンナの集落を見下ろす頃には、かなりの高度を勝ち取つた。後方から、他のパー

ティが、やはり高度順化のためだろうか、登つてくるのが視界に届いた。

遠くには、メラ・ラの雪原が広がり、眼下にはニメラルドグリーンの氷河湖であるサバイ湖が

不気味な存在となつてはつていた。

地球温暖化の影響で、あの米河湖 はいつ決壊するのか、1年 後 、5年 後 、それとも明 日、

神のみが知る自然の脅成に恐怖が広がった。

約400mの 高度を登った代償 に広がる自然の贈物に感嘆の声をあげる。周囲の山 々の

白き峰の匂いを満喫 し、ランチタイムを考慮しながらタンナに戻つた。

昼食後、ティータイムまで自由時間を過ごす。独いテントの中も快適な空間が広がっていた。

サバイ湖を堂む
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のんびりと時間の経過を楽しむ。4000rnを越えたこの高さは、油断をすると高度障害の影

響を受けることになる。

ティータイムを知らせるキッチンボーイの芦に誘われて、ダイニングルームに入ると、外国

隊の女性から芦をかけられた。メンバーの一人が体卸を崩したので、パルスオキシメーターの

惜用を求められた。

早遠、テントを訪問し、計測したが血中酸素濃度は82を示し、問題はなかつた。心拍数も9

5だつた。本人は、胸を押さえて苦しいと訴えていた。下出して、処置をした方がいいのかも知

れない。照明のないダイエングルームに長居は無用と、夕食後、早々にテントに戻り、シュラ

フに着る。今日も一日が終わつた。

4月  8日 (金)

08:00 タ ンナ発

12:50カ ーレ(BC)着

朝食後 、カーレに向けて出発の準備をしていると,ヘリコプターの来訪に遺遇する。昨 日、

体鋼不 良を析えていた男性を救助するために、猫 の額程 の空き地に見事着 陸し、5分 後に

は、上昇して視界から消えた。

タンナに救助のヘリコプター

ヒマラヤ登山では、安全と健康は自分で管理することだと病感した。無理をすれば本人は

もちろん仲間にも多大な迷惑をかけることになる。

ポーターもコックも荷物の準備が整った者から出発して行つた。今日は人家のある最後の

祭落、ベースキャンプ地のカーレに向かう。

足取りも軽く、河原に沿つて辿ると、まもなくモレーンに続く斜面を畳る。タンナからはディグ

グレシャーに沿つて登る。途中、昨日眺めたサバイ湖に続く道を見ながら高度を上げていくと、

やがて広い緩斜面に出た。

清い水流を渡り、牧歌的な風景に出会う。勿論、見上げればヒマラヤの山々が今にも雪崩

そうな急峻な山容を広げていた。

そんな風景を眺めながら、昼食となった。このような解放感に溝れた場所で日本から持参

したうどんを食べる。なんとも贅沢な食事である。他愛もない会語で時間は過ぎていつた。
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また、今日も空模様と相談しながら、先を急ぐことになつた。どんよりとした空から、雪が舞

つてきたのだ。溜息が洩れる。重くなつた足取りを連れて、最奥の集落カーレに急ぐ。

4月  0日 (土)

カーレ滞在 (高度順化)

08:00カ ーレ(BC)発

1■ 25カ ーレ(BC)着

今 日は滞在 日だが、朝食後、高度H隠化に向かうことにした。ルートrま、メラ'ラ方面を目指す。

このカーレからは、メラ=ピークが視界に入る。大きく空える山容に独立峰の雄大さを実感する。

雪の浅い山稜を辿る。高度を増すと酸案の薄くなつたことが認識できる。呼吸が苦しくなつて、

辛く感じるのだ。

売くなつた呼吸と不安定な足場を慎重に辿り、目の前に現われた急峻な斜面を登るとメラ・

ラに続くルートが視界に届く。

カーレのベースキャンプから2時 間余 りの地点で大きな休 憩となつた。周囲の風景を堪能し、

本 日の最高到達点で撮つた風景を連れて、カーレに戻つた。

昼食の時間に関に合うようにテントに到着した。メンバーの一人が体力に自信がないと言う。

わたしは持ち合わせた回答がなかつた。とマラヤ登山で一番大事なのは体 力である。

体 力は、ないよりrまあつたほうが絶対にいいに決まつている。日頃から、そう感じているので、

不思機な感じに聞こえた。

天候が目まぐるしく変わり、毎日のように雪が降り、時折、雷鳴が聞こえる。今年のとマラヤ

は異常気象だ。そんな独り言が周囲に散らばつた。

行動日程について、当初ルクラでシユルパと相談したのは、カーレ(BC)を出発後、メラ・ラ

とハイキャンプに泊まり、翌日アタックするという2泊3日の計画を立てた。

現地に来てから決めたのは、メラ・ラに宿泊しないで、カーレから一気にハイキャンプに入り、

翌日、メラ・ピークにアタックするという1泊2日に変更した。

勿論、全員登頂を狙うには、全員が登るための必要な体力を持ち合わせていることが前提

条件である。

メラ・ピークの眺望
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わたしは高度順化をメンバーが順調にクリアしたと判断していたが、まさかこの商度に来て、

体力に自信がないと言われると一体の不安がよ言った。多分、メラ・ピーク畳山は、技術的に

難しくはないが、単調なルート故にモチベーションを維持するのが結構大変なのだ。そして距

離が長いことも問題になる。

わたしにとって、高所畳山は限界への挑戦。あきらめるのは簡単だ。歩みを止めればいい

のだから。でも、まだ見ぬものへの高みへの値れが行動する原勤力になつている。

4月 10日 (日)

カーレ(BC)滞 在 (停滞)

今日は、ハイキャンプヘ向かう予定だった。ところが、夜明け前の空は、どんよりとした空模

様に雷鳴の余損が広がっていた。出発の判断を醸磨していると、サーダーも気になつたのか、

わたしのテントを訪れた。

そこで、現状の天候を判断して、今日は停滞する旨をサーダーに伝えた。この段階では、ま

だ強ているであるう、メンバーに伝えていなかった。ところが、夜が明けると書空が広がつてい

たのだ。モーニングテイーが届く頃、風問副隊長に、天候は良くなつたが、準備が間に合わな

いので、今日は停滞する旨を伝えた。

だが、快晴となつた空模様を見た他のメンバーの一人から、「天気がいいのに何故、出発し

ないのか」と受められた。青空が広がり、陽射しの強くなることと重複して、出発しないことヘ

の不満から声が荒くなつた。しかし、シェルパやポーターの準備する都合も考慮しなければな

らない。

わたしが判断したときと現状の天候の好天に戸惑ったが、日程的に余裕があることも停滞

を決断した背景だつた。そこに追い討ちをかけるように外国隊が、上部キャンプに向かつて出

発する光景が映つた。

そんな気まずい雰囲気の中、ロッジのダイエングルームに朝食に出かけた。ところが、朝食

を終えて屋外に出ると、瞬く間に谷間から上昇した雲があたリー面を覆い、空模様は一変し

て、今にも泣きそうな鉛色になっていた。わたしは淡い陽射しを頼りに、気分転換を図るため

洗髪をしていた。

時rlが午前10時 を告げる頃、雪が降り始め積雪となつた。わたしは内心、今日は停滞して

良かつたと思つた。もし、メンバーの声に押されて急速、出発しても、ハイキャンプまで辿り着く

のは時間的に無理だつたと思えた。

自己申告で、体力に自信がないというメンバーを抱えているのだ。最悪の場合、密頂のタイ

ミングを送すことになる、そんな考えが脳程をよ言った。

昼食のとき、他のメン′`一から出発を見送つた判断に好感を持たれ、一安心した。明日は、
ハイ争ャンプに畳り、翌日に山頂へのアタックすることを確認した。これで当初の計画通りの

日程となった。

その後、風問副隊長の持参したトランプで気分転換を図る。このダイニングルームは、天丼

に明かり取りのながあり、ソーラーによる照明も確保されているので快適な環境だつた。

4月 11日 (月)

08!00カ ーレ(BC)発

14155ハ イキャンプ着
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いつものモーニングティーと洗顔、そして我慢したトイレヘの挨拶を終えて、ダイエングルー

ムヘ向かう。気分は畳頂モードに入つた。メンバーの顔色も体罰も問題はないようだ。下痢で

苦労している人もいたが、自己責任で対処していただくことにした。

久しぶりの快晴といつても、いつまで天候が持つかわからない。雪化粧で覆われたテントの

撤収は積雪のお陰で大変な作業となつた。

過日の高度順化で登つたルートなので上部の様子もわかつていたので快適に登ることがで

きた。徐々に高度を上げると、遠景には懐の深い奥行きのあるメラ・ピークが視界に届いた。

メラ・ラに続く氷河の端で、休憩を兼ねてアイゼンを装着した。始めは国い水と岩のミックス

地帝が続き、まもなく米河上に到達した。

クレバスを避けながら、緩い斜面をメラ・ラロ指して畳る。雲が時折、視界を通り、すべての

風景を覆い尽くす。その途端、寒気に理われて体温調整が難しい。

しばしの休憩の予定をランチタイムに変えた。コックが作つてくれた弁当を開けると、いなり

寿司だつた。少しばかり食欲が湧いてきた。

メラ・ラの下方に、風を避けるようrこ数張のテントが点在していた。そんな光景を眺めながら、

重い足取りで緩い斜面を迪る。ただひたすらに僅かの高度を上げるために、その行為は延々

と捗らないが止めるよにはいかない。

そんな行程の集てに、目印の岩lrrが視界に入り、やがてその高度を見下ろしたとき、目的

地のハイキャンプに到着した。

あたりから視界は消えていた。変わり易い天候は先行きの行程に不安を抱かせるには十分

である。慌しくテントが投営された。この付近だけは岩陰のため、積雪の影響はなかつた。

テントはふたりでひとつを使用する。残念ながら、快適な一夜を期待していたが、狭い空間

は傾綱もあり身体を横にすると摺り下りる。我慢して過ごす一夜となりそうだ。いつしか睡廃に

豪われて浅い眠りについた。

4月

03

09

10

12日 (火)

20ハ イキャンプ発

20メ ラ ピーク山頂着

00メ ラ=ピーク山頂発

11:10ハ イキャンプ着
12345ハ イキャンプ発
15:40カ ーレ(BC)着

束の間の浅い軽暖は、時計が午前2時を廻ったところで終わりを告げた。決いヘッドランプ

の灯りで、日袋に餅と味暗汁を流し込んだ。これから漆黒の間に浮かぶ呈空を仰ぎながら、

登山を開始する。これから最後の目的地、メラ・ピークの山頂に向かうのだ。

あたりは緊張感に包まれて言葉も途切れた。狭い足場の不安定な場所で行なうアイゼン

の装着は、酸素不足と相まつて息苦しく感じた。

寒気と高度障害の影響なのか、動作もetく、シェルパにアイゼンやハーネスを装着してもら

う隊員もいる。寝不足と間に包まれた不安が刺激的だ。ひとつのザイルに結ばれて、雪の斜

面を畳り始める。
一列になつて、先行者の後に続く。革調な斜面をヘッドランプの淡い灯を頼りに足元を確か

めながら、一歩ずつ高度を上げる。途中、外国隊のパーティを追い越し、追い越されながら登

行する。
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ところが、隊員の一人の足取りが重くなり、その度に全体の歩行が停滞する。見かねたシエ

ルパが荷物を背負ったが、かなり疲労しているようだ。そういえば、体 力には 自信がないと言

つていたことを思い出した。

幾度かのヒマラヤ登山の経験から言えば、ヒマラヤの高所登山は、まず体 力がなければど

うしようもない。あんな山とか、こんな山とか聞くことがあるが、6000mを 越 えるとマラヤで衛

単な山などなかつたし、登れたら、それはただ運が良かつたということである。

だから、いつ登るのか迷うのである。365日 、自分のペースで登れればよいが、そんなこと

はなかった。天候 に恵まれ、体調管理に心掛 け、シエルパ等とコミュニケーションが図れたら、

登頂の確立が増すということだけなのだ。
一度や二度のヒマラヤ登山に成功したからと調子に乗つていると、いつかしっぺ返しを賞う

ことになる。自戒である。

やがて夜明けの訪れとともに、自然界の変わらない光景 、厳粛なまでの神 々しいヒマラヤ

の一日が始まりを告 げる。ご来光が山脈を超えて訪れた。その瞬間、言葉を失った。そして感

嘆の声と沈黙があたりを支配した。

やがて、最後の斜面を抜 けると、そこが 目指すメラ'ピーク中央峰 (6467m)だ った。時計

は午前9時 20分 を指していた。視界 にはエベレストや日一ツニ、マカルー、そして遠景に浮か

ぶのはカンチェンチュンガ。ヒマラヤ山脈の8000m峰 が望まれる。

メラ ピーク(6544m)と 埼玉県山岳連盟旗

先程までの蒼空 は、視界を狭めながら曇天へと変化していった。40分 余りの滞在を堪能し

て下山する。眼下には雪の斜面が延 々と続く。クレバス帯を慎重に下る。

ハイキャンプヘ到着後、昼食となつた。中華そばが準備された。温かいスープが五戯六怖

におみ渡った。暖かい食事 は身体も嬉しがる。ガレ場 に張つたテントを撤 収し、ベースキヤン

プのカーレに向かう。

結んだザイルの行動範囲で、アイゼンに付着した雪の塊を払いながら、単調な雪面を黙々

と下る。娼射熱を感じながら、言葉も失せて、繰 り返される行為に、時 々立ち止 まり休憩をと

る。

メラ・ラを過ぎると、怪しくなつた雲の切れ間に浮かぷ山頂 は遠くなっていた。米河の終わる

ところで、最後の休憩をする。

そこは数 日前、高度順化で畳つてきた場所だつた。雪と岩のミックスした歩きづらい個所を



抜けるとカーレに続く最後の斜面が広がり、その先には人々の動きが視界に入る。夕食後、

畳頂を祝つて、コックの手作りのケーキが振舞われた。そして、明日は山を下りる。

4月 13日 (水)

08:00カ ーレ(BC)発

10i35タ ンナ発

■ヽ 30タ ンナ・ゴンパ着

11:40タ ンナ・ゴンパ発

15:15コ テ着

朝のセレモニーを受けながら、サーダーと挨拶を交わす。すると、キッチンボーイの一人が

体飼不良を析えているので、先に下山させたいと言う。そばで語を聞いていた、風問副隊長

が、腹痛の薬をキッチンポーイに渡した。

わたしは全員登頂を掲げて登山する場合、安全に、そして確実に登頂することができるか、

常に考えている。そのために、メンバーには「自己管理Jと「自己責任」をお願いしている。

ヒマラヤの高所登山を安全に実践するということは、登山技術は勿論だが、登山中の行動

も、日常の健康管理も、すべて自分の意志で判断していただくことになる。

そして経験の乏しいメンバーには、自分の体験を助言している。聴く耳を持つか、持たない

かは各自の判断に委ねている。

わたしはヒマラヤ登山を目指すとき、高所順化を含めて有効的な、あるいは効果的な高所

登山方法なんて、基本的には自分で構築するしかないと思つている。

かつて、8000m峰 登山で体験したのは、日本で有名な登山家と呼ばれる人が8000mの

高所登山では自分のことだって、満足にできないという光景に幾度か出会った。

従つて、もしも参加者が有名な畳山家と一緒だからという理由で8000m峰 が登れると思つ

ていたら、それは大きな勘違いだということ。3000m級 の日本の山登りなら理解できるが、ヒ

マラヤ登山では通用しない。

ヒマラヤの高所登山を実践するなら、シェルバやガイドをあてにしないで登れる実力を備え、

リスク回逆の手段として、公募登山隊やガイド登山に参加するなら効果的であるが、登らせて

もらおうなんていう考えは甘いと指摘したい。

テントの撤収を終えて、山を下るとき、一体の寂しさが湧いてきた。メラ・ピークは難しい山

ではないが、天候の急変では手ごわい山になるだろう。また、いつの日か訪れることがあるの

だろうか。波い期待が感傷的な気分にさせた。

そんなことを考えながら歩き始めて、まもなくヘリコプターの金属音が耳に属いた。やがてヘ

リボートに着陸し、急上昇して視界から消えた。シェルパから、昨日メラ・ピークの下山中に怪

我をした救助だと教えてくれた。

見覚えのあるタンナの集落を過ぎた頃から、天候が急変して降雪に変わつた。途中の茶屋

に立ち寄り、ミルクティで身体を温める。

今、考えれば、昨日までの二日間が比較的安定した天候だつた。そのお陰で登頂が出来

たと思つている。本当にタイミングがよかつたと言わざるを得ない。

往路で立ち寄つたタンナ・ゴンパに登山の成功を報告する。自然との共存を図りながら、山

を登れば安全に登ることができるとわたしは信じている。

そんな気持になるから不思議だ。特にヒマラヤの高所畳山は、人間の思考力なんて、たい

して通じない。そこは神々の棲家だからだろうか、自然界に対して、常に競虚さを持ち続けた
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い。山を登れたのは、ただ運が良かつたからということ、ただそれだけなのだ。

平坦な緩傾斜帯から河原沿いの登山道を迪ると、やがて往路のときに昼食で立ち寄つた
一年の茶屋にキッチンボーイの元気な声があつた。温かいジュースを配りながら、実顔を振り

まいていた。昼食ができるまで、かまどの傍で待機した。

昼食後、周囲はどんよりとした空模様に包まれているが、足取りも露く今日の宿泊地コテに

向かう。河原沿いの石を選びながら隙間を縫うようFこして下る。両側には今にも落ちそうな土

砂が、そして時折、何の前触れもなく落下していつた。大きく谷が曲がったところにヨテの集落

がある。その中程にラマ=ロッジがあり、店の前では女主人が芦をかけてきた。

4月 14日 (木)

コテ滞在 (体養 )

明日の行動日程を考慮して、コテに滞在となつた。ここは高度も低いので酸素は十分に身

体に層くだろう。このラマ・Elッジのダイエングルームはツーラーによる蛍光灯もあり、陽気なマ

マさんの営業努力も見逃せない。

どんよりとした空模様を気にしながら、屋外で裸になつて身体を拭き、洗髪もした。気分がさ

つぱりした。そんな光景をシェルパやキッチンボーイも冷やかし半分で眺めていた。

食事とティータイムで集まる以外は、それぞれが自分の時間を有効活用している。あるメン

バーは周囲の散策に出かけ、またあるメンバーは会話を楽しんでいる。

すべての思考を止めて、のんびりと過ごす、これは貴重な時間である。多分、一生涯で、そ

う何回も体験することもないであろう。やがて、山の夜は静かに更けていつた。

4月 15日 (金)

07:30コ テ発

15:35 ツ ェトラ着

キッチンボーイの陽気な声で眼を覚ます。ミルクティーを飲みながら、ビスケットをつまむ。そ

して沈顔用のお湯 が届くのを行つ。今 日の宿泊地のツェトラまでは長い登りが待つている。あ

のザトルワ・ラ(峠)を越えるために、ツェトラまで行くのだ。

コテの集落を抜 けると、すぐに驚りが始まつたが、まもなく河原に下りた。そして橋を渡ると、

そこから先は、再 び急峻な登 りが行つていた。汗を流しながら、規則正しく並べられた石段を

登るのだが、自然石を利用して築いた段差に歩幅が合わないのが手かった。

ラマ・ロッジの女主人
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そんな吉労を軽減するように、山の斜面には石補花や可憐な野花があたリー面に咲いて

いた。心が和む瞬間である。その一方で、樹林帝にはサルオガセに絶わりつかれて枯れた巨

木が眼についた。自然の繊りなす風景が点措となつて脳裡に焼きついた。

ツエトラに向かう

ひとときの休憩を繰り返し、目の前に現われる高度を順調に克服して行く。そして辿り着い

た昼食は、スパゲティとネパリスープだつた。寒風の往来を避けるよう1こ釜戸の傍に座る。

再び、ツェトラを目指す。高度を増すごとに樹林帯は潅木に変わり、やがて岩と雪の世界に

なってきた。

コテを出発したときは、雲の切れ間に青空もあつた。午後になると、局囲の視界がなくなり、

足元から言鳴が響き渡ると、霰が降り始めた。かなり強烈に身体に当たる。局辺は、まもなく

白い衣に夜われた斜面に変わつた。上部から荷物を集落に運ぷポーターが降りてきた。かな

りの荷物を背負つているので、不安定な足場に滑りながら苦労している様子を伺うことにな

る。

激しい降雪、そんな空模様からは視界が狭くなり、ポーターやコックたちが順調に辿り着く

ことができるのか、どうか心配になつてきた。足元のトレースは消えて、登山道を見失う場面に

t4遇した。途中で気がつき無事に踏跡に戻ることができたが、油断は禁物である。

浅い山稜を越えて行くと、見覚えのあるタルチヨを見つけた。ここまでくればツェトラのロッジ

は近いのだが、視界の消えた現状は随分と遠く感じた。

ポーターの背負つた荷物が届かないと予ントが強れない。仕方なく、ロッジでミルクティを飲

みながら待機することになつた。暖房のない石造りのロッジは寒さが蔵張つていた。

やがて、後続の外国隊も到着し、ロッジの中は賑やかになつてきた。雪の降る中でのテント

設営は大変だが、シェルパとポーターが手際よく張り終えた。

夕暮れの訪れる頃、運ばれてきた日本食は、外国人にとって興味がるのか好奇の眼があ

つた。そして残念なことは、日の前にある暖炉の恩恵を受ける頃、夕食は終わつた。

4月 16日 (土)

07:30 ツ ニトラ発

OO:35ザ ト,レワ・ラ着

10:10ザ トルワ・ラ発
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10:45カ ルカテン着

12:30カ ルカテン発

14:20チ ュタンガ着

夜明けの山々は厳粛な伸まいの中に鎮座していた。谷間のツェトラの集落に朝陽が届くに

は、まだしばらくの時間が必要だ。

昨夜、シェルパとの話し合いで、降雪後のザトルワ・ラ(峠)越えは、装備の不十分なポータ
ーにとって厳しいだろうと判断して、われわれのビッケルを貸すことを決めていた。

ところが、出発の準備をしていると、メンバーの一人がポーターヘのピッケルの貸し出しを

断ってきた。一瞬、驚いたが、不安なので自分で使いたいというのである。雪の斜面に自信が

ないなら仕方ない。事故を起こされても困るのでア解した。
ロッジの裏手から、いきなり急斜面を登る。色程せたタルチヨに見送られ、雪に埋もれたガ

レ場を辿り、尾根上に出る。振り返れば幾重にも続く山なみの彼方にヒマラヤの白き峰々が

あつた。

ザトルワ=ラ(峠)に続く道

浅い岩稜を越えて行くと、やがて長いトラバースが待つていた。途中、往略で立ち寄つた茶

屋には、人影もなく鍵がかかっていた。

長い斜面を慎重に通過するとザトルワ・ラ(峠)に到着した。体憩後、アイゼンを装着して、

急機な斜面を下る。

ビッケルを持たせたポーターだつたが、重い荷物と不安定な足場に動きは鈍かつた。下方

には、カルカテンの集落が望まれる。長く続くトラバースから急な斜面に映る頃、シェルパの一

人が直滑降の姿勢で荷物と一緒に滑り始めた。そんなポーターの姿に周囲から実い声が洩

れた。

カルカテンの集落で昼食となった。雪解けの泥簿を気にしながら、屋外のテーブルでスパゲ

ッティを食べる。富l食の景色が食欲をそそる。

残された行程を消化するために、再び荷物を背負つて歩き始める。急機な斜面は凍り、アイ

ゼンは外したので歩きづらい。そんな緊張感から解放されて、無味乾燥とした雪と岩の世界
から樹木がある風景に変わつた。自然の思恵に感期する瞬間である。

下山中、突然シェルパから携帯電話を渡された。声の主はカラパタール豊山に赫れている
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新潟在住の知人からだった。われわれの登頂をシエルパから知らされたとのこと。わたしはカ

ラパタール登頂の健間を祈る。

集落を過ぎると、登山道の傾斜も緩くなり、季節の花が陽だまりに咲いていた。まもなく、今

日の宿泊地、チュタンガが視界に入る。先行していたシェルパが出迎えてくれた。

ところが、後続のポーターが遅れていた。それは時間の経過とともに不安に変わつた。だが、

ポーターの姿が見えると歓声に変わり、そして金員が揃つた。
一人のポーターが下山中に滑落して足に打撲を負つたというので、風問目!隊長が湿布薬

を渡し、瞳れの具合を見ることにした。

日本との時差を考慮して、事務局の岩井田さんに携帯電話で全員登頂の報告をする。そし

て、メンバー全員が短い言葉を交わした。

このチュタンガのロッジは照明がない。ガス灯の鈍い明かりが周囲を照らされて夕食となつ

た。テントrこ戻るとき、雪の尾根から額を出したのは、満月に近いヒマラヤで観る月だつた。そ

して、大地に張つたテント生活も今夜が最後だ。

4月 17日 (日)

0フ:40チ ュタンガ発

09:40 ル クラ着

テントの中でミルクティーを飲みながら、遠景に浮かぷ白い峰を眺める。朝食後 、メンバーが

廻すビデオカメラを意識しながら歩く。ルクラまでの道 中は、のんびりと草花 にシャッターを押

しながら、トレッキング気分を味わう。

やがて、民家の点在が集落に変わり、人の往来が重なるとルクラが近づいたことを告げて

いた。橋を渡り、病院の脇を抜けるとシェルバ・ロッジが視界に属く。先行のシエルバとポータ
ーが所狭じと、テントや荷物を広げていた。そんな光景が畳山の終わりを告げていた。

ルクラで過ごす最後の夜は、快適なトイレ付の個室をリクエストした。そんなわがままが言え

るのも登頂した自分たちへのご褒美である。

メンバーの顔にも安培感が溢れ、全員登頂を果たしたことで、それぞれの夢が広がったと

思う。わたしにとつてにマラヤ登山は可能性を与えてくれる貴重な場所である。出来ないと思

っていたことが、出来た喜びを山の女神に感謝したい。残った材料で見事な昼食を味わうこと

ができた。そんな光景が外国人の興味を引いたらしく、実顔で規きこんできた。

ルクラの昼食風景
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昼食後、それぞれが自分のペースで洗濯したり、散歩したり、ルクラ滞在を有効活用してい

た。わたしは、陽だまりになつたロッジのテラスで人間観察をしながらのんびりと過ごす。

そして何のトラブルもなく、無事にカトマンズに到着できることを標つていた。

夕食後、登山隊を支えてくれたシェルパやコック、そして陽気なキッチンボーイ、ポーターと

きさやかなパーティーを開いた。手作りのケーキを分け合いながら楽しいひとときを過ごす。

そんなとき、シニルパの携帝電話が鳴り、呼び出された。電話の相手は、ベンバ・ギャルゼ

ンだつた。聞けば、新潟在住の知人パーティに参加した一人が、体調不良で明日の朝、タン

ボチェからヘリコプターでルクラに到着するので、一緒にカトマンズまで同行してくれと言う、内

容だった。

4月18日 (月)

10:00ル クラ空港発

10:35カ トマンズ空港着

夜明けと共に眼が覚めたのは緊張感からなのか、それとも興畜していたからだろうか。テン

ト生活から離れてベッドで過ごした快適な一夜だつた。

早朝からセスナ機の飛び交う音が部屋まで聞こえる。このシェルパ・ロッジは道路を供んで、

空港の入口につながつている。ルクラで空港に一番近いロッジである。

荷物を持つて降りて行くと、タンボチェからヘリコプターで到着した女性がテラスに待機して

いた。暮態を伺うとかなり辛そうな様子だった。

出発予定の8時半過ぎたが、セスナ機の到着が遅れているようだ。待つしかない。往路だつ

て、空港内で5時間余りも待つたのだ。

そして、約1時間半後、待望のセスナ機が到着し、備しく荷物を降ろし、そしてわれわれの

搭乗となった。機内の座席でシートベルトを装着したら、出発である。到着後、離隆するまで

に30余りも必要としない。

そして、急峻な滑走路をセスナ機は、一気に大空に飛び出した。そんな表現が適切なほど

危険産の高いルクラ空港である。

快田なエンジン音を残して、ルクラ空港を離れたセスナ機は、一路カトマンズに向かう。ヒマ

ラヤ山脈を仰ぎながら、かなり☆沢な空間を楽しむ。眼下には、赤い大地と山肌に生活してい

る人々の率らしが広がっていた。

手作りのケーキできよならパーティ



やがて、カトマンズ空港に着陸し、出迎えの専用車でチベット・ホテルに到着した。下山が早

まったのでカトマンズに3泊することになった。そんな滞在を心配するメンバーもいた。

久しぷりの入沿と洗整をすると気持も気分も軽くなった。昼食とショッピングをするために、タ

メル地区に出かけた。昼食後、それぞれの目的が異なるため、現地解散となった。わたしは

付近を散策しながら、ホテルに戻つた。

夕食は、下山報告を兼ねて、ロイヤル華ガーデンに出かけた。屋外の竹林を渡る風が爽や

かに耳に響く。メンバーがテーブルを囲んで座るのを確認して、わたしはメラ・ピーク登山隊の

解散を自言した。肩の荷物降ろしたような気持ちになれた。安全登山を唱えるのは簡単だが、

実行するとなると神経が休まることはなかつた。でも、メンバーの協力で事故もなく登山を終了

できることができた。これが一番嬉しいことである。

その後は、夕食を挟んで、のんびりと活し込む。オーナーの戸強さんも加わり、話題は、山

の話から日本の置かれた現状まで多岐にわたった。

テントのシュラフで残ることと比べたら、今夜は久しぶりに柔らかいペッドで睡眠することが

できる。ひとり微笑んでいた。

4月 ,9ヨ (火)

力トマンズ滞在

それぞれが自分のペースで朝食会場に現われた。先に食事していたメンバーの一人から部

屋の変更依頼があつた。相部屋が原因でトラブルが発生したというのである。

アタックのテント以外はプライパシーを優先して、テントも個人別にしてきた。ホテルやロツジ

だつて同様に配慮してきた。山の中での出来事でなくてよかつたと安培した。

今日の行動は、予定より早くカトマンズに下山できたので、わたしを除くメンバーはシェルパ

の一人に頼んで市内観光に出かけることになつていた。

わたしは、カトマンズに残す荷物の整理があった。そのためには、洗濯をしなければならない

という仕事が待つていた。昼食をメンバーと一緒にすることになつていたので、かなり忙しい作

業だつた。

雷鳴が轟き、雨が降り始めたので、早目に,メル地区の待ち合わせ場所「レストラン桃太

郎」に出かけた。メンバーも雨の影響で早目に来ていた。ところが、昼食を済まして外に出ると

雨は上がっていた。

山の中ばかりでなく、下界でも天候は不安定だった。その後、豊山道具店に立ち寄り目当

ての品物を購入した。帰路は、タメル地区を散策しながらホテルに戻つた。夕食は回イヤル毒

ガーデンの和室で過ごした。

4月 20日 (水)

カトマンズ滞在

カトマンズで過ごす最後の一日になつた。自由行動で遇ごすというメンバーの伝言を聞いた。

昼食も、夕食も別行動を希望するという。行動的と言えば聞こえはいいが、協調性が乏しい

のには開口した。勿輪、登山隊は解散したので、帰国までは自己管理と節度ある行動をして

いただければ問題はない。

しかし、追い討ちをかけるように、午後の段階で航空券の再確認を頼んでおいた件で問題
が発生した。帰路の航空便がなくなつていたのである。幸い、再確認の手続きで把握できた

27



のだが、タイ航空のカトマンズ支店に出向かなくてはいけない事態になつた。

ところが、メンバーのひとりと連絡が取れない。掃回は明日に追っていた。し13tらく待つてい

たが、閉店前に変更手続きをしなければならないので、仕方なくタクシーで向かう。そして航空

便の変更をする。メンバーには事後承認となつた。

ホテルヘの帰路、病院に入院しているという、ルクラから同行してきた女性の入院先に見

舞いに立ち寄った。

夕食はシェルバに誘われて,メル地区に出かけることになつたが、単独行動のメンパーを

議うべく、出かける前に部屋をノックしたが不在だつた。念のため、フロントに聞いたら鍵はあ

るので、外出中とのことだつた。誘うことができなかつたのが、残念だつた。

カトマンズの最後の夜は日本食レストランに案内された。タメル地区の外れにあり、初めて

訪れた店だった。

タメル地区は、人が三なり合うように往来する反面、裏通りは静寂に包まれている不思議

な空嗣がある。ホテルまでの往復は散策を楽しんだ。

4月21日 (木)

10:30カ トマンズ(ホテル)発

13:50カ トマンズ空港発

18:00バ ンヨク空港着

23:50バ ンコク空港発

今日は日本に帰国する日だ。昨夜は遅くまで荷造りに手間取つた。そして昨日は会えず、

達絡も取れなかつたメンパーに朝食をしながら、航空券の変更した経能を伝える。彼は、自分

流にカトマンズ滞在を満喫したようだ。
ロビーから、事務局の岩井田さんに電話で帰国便の変更を連絡する。まもなく空港まで送っ

てくれる専用車が奎J着した。

シエルパとホテルの従業員に見送られて、車中の人となる。道路には溢れるような群集が、
いつもと同じ生活を営んでいる。変わらない点景を残して、専用車は空港に到着した。

タイ航空のカウンターで、TG-320便 の搭乗手続きを行なう。身軽になったザックを運れて、
三階へ上がる。そして出国手続きを経て、待合豊でしばらく待機する。

最後のボディテェックを受けて、ゲート前で時間を過ごす。わずかな鵬離をバスで移動。タラ

ップに上がると、そこは文明社会の思恵を受けることができる恵まれた環境があつた。

定刻に離陸する機体の小さな恋に映るカトマンズの街並みが印象的だった。幾度となく見

償れた風景、五体満足で掃国できることを素直に喜ぷ。

機内アナウンスに従つて、時計をバンコクとの時差1時間15分 を調整する。機内食を楽し

み、夕間が迫ったバンコクのスワンナプーム空港に到着した。乗換えの案内に従つて、空港

内を移動する。出発までの待ち時間を買い物と夕食で過ごす。

ゲートClか ら深夜に出発する成田行きTG-642便 に搭乗する。明日の朝には成田空港
へ到着する。

4月 22日 (金)

0フ:30成 田空港着

夜食のケーキは甘すぎて、完全できなかった。途 中、日本との時差2時 間を調整する。狭い



機内で不自然な格好で仮眠するのは辛いものがある。

日本に向けてTG-642優 は、順調に飛行をしている。帳の渇きを癒すため、水分補給を

する。やがて、間の世界から夜明けが訪れると、朝食が配られた。

そして無事に成田空港に到着した。早朝にも関わらず、事務局の岩井田正昭氏が出迎え

てくれた。到着ロビーで8E念写真を撮つて解散となつた。メンバーは、それぞれの交通手段で

帰宅するという。

タイミングよく坂戸駅行きの高速バスに乗車することができた。途中の川越駅まで風問氏と

岩井田氏も一緒だつた。成田空港を後にしながら、五体満足で帰国できたことを感謝した。
バスは、高速道路に入つた。そして車態にはる風景を追いながら、さらなる、高みへのチャ

レンジを考えていた。そして、今回のメラ=ピーク全員登頂は、ささやかな達成感と自己満足を

残して終わつた。
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■メラ=ピーク登山の回線記 風問 進 (浦和渓被山岳会)

今回、私達の登つたメラ・ピークは、アィランド・ピークと並んで、東ヒマラヤ有数の人気のト

レッキング=ピークのひとつである。

4～5月のシーズンには相当の混雑も予想され、事前の調査でも、ベースキャンプまでの道

のりはかなり整備されているとのこと。地図でルートを追っても、ポイント、ポイントに山小屋“

茶店が完備されており、また、ベースキャンプから上も、岩や氷の難所もなく、頂上まで、ただ

ひたすら、なだらかな言稜が続くとのこと。

メンパーも海外登山経験者揃いということもあり、よほどの悪天でもない限り、みんなでワイ

ワイ登れる快適なトレッキング登山というイメージであった。

それが大きな間違いであつたと思い知らされたのは、キャラバン開発からほどなくであつた。

初日出だしこそ、ちらほら咲き出した花を愛でながらの、のどかな陽だまリハイキングであつた

が、キヤンプ地に着いたとたんに、天気が急変。晴れ間はあつという間に騒りどんよりとガスの

中、おまけに荷物の到着が大幅に遅れ、3時 間以上寒空の下で待ちばうけ。これには寒くて

参った。夜半から雨、明け方にかけ薄つすら雪化粧。しょつばなから
“
何じやこれは

'と
いう天

気である。なにやらいやな予感。

2日 目の朝は快晴。高度を上げるにしたがって雪や氷が出てくる。キャンプ地カルカテンは

もはや一面雪の中。見上げる 4600rnの峠は急斜面にはべったり新雪がつき、しかもバリバリ

に凍っている。たつた2日 で春山から冬山に逆戻り。夜半から強風、雷まで鳴り出し、明け方

には降雪。

3日 目は天気の回復を待つて出発、峠越えは凍えるような風雪のなか6時 間の格闘の末

チュリカル方に到着。小屋の中でも冷蔵庫状態、ストーブを焚いてもらって、かじり付く。

4日 目朝は雲ひとつない検晴、と思つたらすぐに曇が湧き出し、昼頃からあられとなる。タ

方にはガスって崩れてくる。

とにかく、天気がまったく安定しない。この連日の極端から極端への天気の変わり様。朝快

晴なれど、またたくまに曇り、夕方にあられ、夜半には雪。

最初から最後までおおむねこの繰り返しであつた。ベースキャンプについた頃は、朝の快晴

の時間がどんどん短くなり、ガスつてから雪という時間が長くなる、といういやなパターン。

登頂してきたというポーランドの女性の話を聞いたら、とにかく強風で立っているのがやっと、

頂上を踏んでは来たが、必死で景色を見るどころではなかつた、とのこと。他方、アイランドピ
ークは腰までのラッセルで登頂断念したという播も入つている。

7タック当日がどうなることやらだんだん心配になってきたが、天気同期の悪循環を断ち切

るべ〈急速ベースキャンプ出発を1日遅らせたことと、出発を早め、2時半起床3時 半出発とし

たことが功を奏し、アタック当日の天気は何とかかんとか0時過ぎまでもった。
エペレストからマカルーまで 360度 の大パノラマを見ることおくできた。これがイ可よりうれしか

つた。しかしながら当日も午後から崩れて雪。後にも先のも、この半日だけのワンチヤンスであ

つた。ラッキーというべきか。

翌日からあとも天気はぐずつき、快晴は望めなかつた。帰路の峠越えも雪で難儀であつ

た。

メラピークは、トレッキングピークとはいえ、なんといってもヒマラヤ 6000m級 のピークである。

当初の予想よりもはるかに厳しい山行であつた。山をナメてはいけない。これが今回の私の教

訓である。

L
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■
“
宮の6,000m峰

"            塩
谷 辞子 (大宮 山岳会 )

海外の山にも興味を持ち始めて彼是35年、トレッキングピークとして畳れる
“
メラ=ピーク

″
は

頭の片隅で気になってはいた。現役時代は長期休暇が段々取り盤くなり、すつかり頭から消

えかけていた。

毎日、日曜日となリヨーロッパアルプス等を再筋出来るようになつた。12月海外登山委員

会例会の席上で
“
メラtピーク

"の
話が持ち上がる。

2月にはケニヤ山、キリマンジヤロを畳る予定なので4月の登山ならば高度順応は出来て

いると思われるので参加を決意。はしたものの、過去のトレッキングは雪の無い山が多かつた

ので装備の点で不安が残る。

高所で畳山靴を履き、その上にスパッツを装着するのは結構昔労するのではと高さからす

れば過剰と思える8,000mで も使えるスパッツ付きの高所靴を線つてもらう。

寒さ知らずの快適なアタック。羽毛手袋はカトマンズで購入する事にし、寒さに備える。実

際はインナーの羽毛手袋でボクシングのグローブの様な手袋の出番無し。

2月のアフリカトレッキングで10年前にメラ・ピークに畳つたと言う方がいらつしゃり、ラリー

グラッセの案晴らしさを伺い楽しみに出掛ける。また、日焼け・策外線対策等アドバイスを受

け参考にする。

リップクリームは日本製ならばAnessa、uSA製 ならばA,oe Vera wにh Vltamin E

がお薦め品。アドバイスを参考に日焼け・紫外線対策には「ブルカ」の様にフルフエースで顔

を覆いな惨な思いをせず済む。

目しか出ないので年齢不鮮 ?となり、ますます良し。その上サングラスを掛け万全の態勢。

実際に効果有り。
一年半ぶりのカトマンズはゴミ収集車、等も走行しており、徐々に街が奇麗になつているよ

うに感じた。ルクラのシェルバロッジはトイレ付の部屋で快適に過ごせる。

食事は隊長が、カトマンズのエージェントと連絡を取つて戴き、日本から食料を持ち込む。

それに加え日本食を作れるコックの採用。日本食がメインで味付けについても要望する事が

出来、体罰を崩す事もなく登山が順調に進む。

特に昼食は手のかかる天ぷら等、上げ階据え幡なので食事が出来るまでベンチで渓谷美

を楽しんだり、牧歌的な車原にマットを敷吉周囲は白い峰々、そんな中でのお昼寝タイム。重

福の一時。

献立からみると勤物タンパク質は、カトマンズでは鶏肉メニューも有ったがトレッキングが始

まつてからは玉子が主たるものとなる。個人的にはサプリメント等は使用せずコックが作つてく

れる食事のみでメラ・ピークを豊る事が出来た。

疲労骨折と言う言葉が脳裏を掠め不安は有つたがとり越し昔労で済み帰国後もその気配

は無く山行を続行出来ている。
“
強い子のOO″ は意賊して3時のティータイムで飲むようにし

た。

ナンガ・パルバットペースキャンプヘのトレッキングの時は生野菜を食べてお腹をやられ、

繁み探しに苦労した経験が教訓となり、今回の畳山ではお腹を壊すことなく体翻はすこぷる

良好。

12日登頂後、ハイ`キャンプでの昼食のラーメンはさすが完食出来ず、カラスに手伝つても

らう。トレキング初日桜草、ラリーグラッセを楽しみながら宿泊地へ。
“
湯たんぽ

"が
用意され1央適に眠りに着く。(全日湯たんぼの提供有り)夜半、雨となり用を

たしに行くのをギリギリ我償、小降りを見計らつてトイレテントヘ。スタッフに感謝。
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2日目は明け方宮鳴が轟く。外は降雪、出発の時には回復。今日は4600mの 峠を超える

日、高所靴で行く。トラバースが結構長い、降雷直後なので少し不安。取り越し昔労で済みホ

ットする。茶店でランチボックスの昼食。ミルクティーが最高。高所のため、息で火の勢いを強

くするのは苦しいため人工の物が有る。(下配の写真)

3日目のテントサイトを目指しひたすら下る。タルチヨが歓迎アーチの様に見える。こんな雪

の中でもポーター等はズック靴で 50kgの 荷物背負い行動、ストック、ビッケルも無し。ただた

だ感謝。

r

″

  _

ヽ

荷物を運ぶポーター

食器は煮沸消モを徹底した



■初めてのネパールヒマラヤの山旅 小茂田 利孝 (遠峰山岳会)

24日 間、日本を旅立ち、すべて愉しんだ日々でした。大山隊長、風問副隊長、塩谷さん、

お世話様でした、ありがとうございます。

昨年末、海外委員会忘年会の席で、懇親が深まり立ち上げられた企画、大山さんからの呼

びかけに答え、すぐに連絡し、仲間に入れて責いました。

そして5回 の打合せ、1/11、 1/27、2/24、3/10震 災後の混乱の中、3/231こ社行会

もポブラで実施していただき、3/30に 旅立ちの日を迎え、40年 間の教職が終了した。

3/30初 めて、玄関にて見送りを受け、(奥方と要騎した息子と二人の)午後7時過ぎ、約2

2kgの 荷物、(75リットルのザック・スタッフバック)で上尾駅に向かつた。上尾駅乗車、大宮

駅にて京浜東北線の始発に乗換え、浜松町駅にて、モノレールに乗車、ガラガラであつた。

初めて羽田空港国際線駅に午後B時 45分 到着、塩谷さんが大きく手を振つてくれました。

大山さん、風間さんも早く集合していました。集合時間になつても Hさ んは来ないので、隊長

が連絡すると出発日を勘違いしていました。

本人からの突然のキヤンセルの通告があり、残念ながら4人にての山旅が決定しました。4

人で前途を祝して食事をし、タイ国際航空で3/31年 前0時 20分 発で、バンコクヘ向かった。

4月 12日 、火曜日登頂の日

ハイキヤンプ(5580m)午 前3時 30分 、ヘッドランプ行動で出発した。満天の星の中、少し

づつ高度を上げていった。シェルバの力を借りながらどうにか、ビーク直下まで到着した。

私の高度計だと6200mで あつた。(高さは正確ではないです)その場で、皆さんと共に、配

念写真を撮り、8000mを 遠望し、ハイキャンプに11時 10分 着。インスタントラーメンを食べ、

12時 50分 発。クレバスに注意しながら行動し、ベースキャンプのカーレに午後3時 50分 到

着、長い一日が終わった。

4月 13日 、カーレ発8時、途中、タンナを通過し、コタ3時 15分 に到着した。

4月 14日 、コテ滞在。集落観察と人間探紡の一日であつた。

4月 15日 、コテ発B時 、右岸の道を渓谷に沿い、一番高度が低い3300m地 点まで下がり、

シヤクナゲが咲き始めた地点から雷り返しであつた。途中の山小屋(3350m)で 親子の暖か

い紅茶の接待を受け畳つた。往路と同じ小屋で、2時 間の昼貧を食べ、暖炉を取りたい寒さ

になつてきた。その後、霰、雪、冒の哺る中、ツェトラ(4100m)に 年後35分 にコ1着した。

4月 16日 、ツニトラフ時25分 発、ザトルワ・ラ峠は行きと違い、高度になれ、アイゼンを効かせ

て、カルカテン小屋で毎度美食の昼食、今回はスパゲティを食べ、一気にチュタンガに年後2

時25分 下出した。久しぶりのビールの味に親しんだ。

4月 17日 、チュタンガ発フ時40分 発、入山日と違い春が進行した気持がよい晴れのなか、景

色・写真撮影を楽しみながら、2時間後の9時40分 にルクラに到着した。夜は登頂記念食事

会で楽しい一時を過ごすことができました。

本当に中味の濃い体験をした24日 間でありました。ネパールの素朴な人々、現状、風土特

色など少しだけですけど理解できる日々でした。大山さん、風間さん、塩谷さん、いろいろとお

世話様でした。ありがとうございました。
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■医薬品リスト

1高 度障害予防・治演薬

風間 進(浦和渓稜山岳会)

ダイアモックス

効果

分類

用量

高山病の予防及び初期症状の改善

炭酸脱水酵素l■害剤

予防【朝晩半錠 125mgずつ1日 2回服用(4～5日)

治療 :1回1錠 250mgずつ1日 2回服用

富'作用

薬剤名

メ…カー

荷 姿

手足のしびれ

アセタゾラミド

三和科学研究所

2511mg /錠

アダラート

効果

分類

用量

肺水腫の治療

血管拡張剤

1日 30ぃg(10mg=半錠ずつ 3回 に分け服用)

副作用

薬剤名

メーカー

荷 姿

少ない 血圧低下等

ニフェジビン

バイエアレ

20mg/a定

デカドロン

効果

分嬢

用員

脳浮腫の治療

副督皮貿ホルモン製剤

通常1日 8ぃ==16錠 (1～4回 に分けて服用)

日本山岳会医療委員会 16時間毎に4巾g(3錠)

目r作用

薬剤名

メーカー

姿荷

少ない感業症の誘発

デキサメゾン

万有製薬

0 5mg/錠

2日 陽葉

ロペミン

効果

分類

用量

下痢止め

上しゃ剤

1回 1～2カプ七,レ

メーカー

票剤名

椅 姿

ヤンセンファーマ

回ペラミド塩酸塩

lm=/カフセル

ストッパ

効果

分類

用量

下痢止め

止じゃ剤

1日1錠 1日3回が隈度

メー方―

薬黄1名

荷 姿

ライオン

塩イしへ,レヘ
'リ
ン■日―トエキス

ビタリット

効果

分類

用重

下痢止め

止しゃ剤

1回 2錠 1日 2回 が限度

メーカー

薬斉‖名

荷 姿

大正製薬

塩化コヘ
°
ラミト

・
■へ'ルヘ'レン

アルサルミン

効果

分類

用量

目潰瘍 十二指腸潰揚 目炎

消化性潰瘍治療薬

1回 包ヽ 1日 3回 BE用

メーカー

案剤名

荷 姿

中外製薬

スクラルルート7R和物

類粒包

新三共冒腸表

効果

分類

用量

食べすぎ 目のもたれ

消化促進剤

1回 1包 1日 3回 服用

,一方―

薬剤名

荷 姿

第一三共製薬

り′ヽ一セ 'カシ
・
アスターセ

‐

粉末 19g/包

3藤 痛剤

バフアリン

効果

分類

用長

解熱ヤ痛み止め

鎮痛解熱斉1

1回 錠ヽ 1日 3回 服用

目1作用

薬斉1名

椅 姿

少ない 目腸病の悪化

7セチルサリテル酸(ァスと,ン)

330mg/錠くライオン)

ロキソニン

効果

分類

用重

痛み止め,炎症止め判そ勲

解熱 鎮痛 →肖炎斉」

1回 1錠 1日 3回 服用

副作用

薬剤名

前 姿

少ない 目腸病の悪化

ロキツフロフェン ナトリウム

60mg/錠(第一三共)

ボルタレン

効果

分類

用量

痛み止め 炎症止め

消炎鎮痛斉!

1回 錠ヽ 1日 3回 服用

冨」作用

案斉」名

荷 姿

少ない 目腸病の悪化

シ
ヤ
ラRクすフ二十トリウム

60g/錠(ノハ'レチナファーム)
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4抗 生物寅

プロモックス

効果

分類

用エ

細菌による感染病(インフルエツサ菌に効く)

セフェム系抗生物質

1回 1錠  1日 3回服用

恵Ⅲ作用

薬剤名

荷 姿

少ない 発疹・

セラカヘン ヒヽキンルな酸塩

100mg/錠(塩野磯製薬)

クラビット

効果

分類

用エ

広範な雑菌による感染症(呼吸器、皮膚感染)

ニューキ七ノン系抗生物質

1回 1錠 1日 3回 服用

副作用

薬剤名

市 姿

少ない 下痴・吐き気

レホ
・
フ「キサシン水和剤

100mg/錠(第一三共)

5外 用薬

クロマイ軟tr
効果

分類

用■

皮膚の化ほ症扶の治療・傷案

抗生物貿'ステロイド配合軟古

1日数回患部に塗布

酎作用

薬剤名

荷 姿

少ない

クロラム7■二]―ル フランオマインン

6g/チェーフ

モーラステーデ

効果

分類

用■

痛み止め 炎症止め

経皮鎮痛消費剤

1日 1回感部貼付

副作用

薬剤名

荷 姿

少ない 紫外線皮膚過触

ケトフ
°
ロフェン

湿布7枚/1袋 (久光製薬)

6そ の他

1包帯'絆創■、のど始、等は、個人装備

くヨメント>

・高山病対策として、ダイアモックスを1名が使用。また、1名が予防として使用。
・下山中、ポーターが滑落し、煙に打撲。処置として、モーラステープを患部に貼付。

■高所順化履歴(期間 :4/1～ 4/17)   大 山 光―(山学同人 比企)

メラ =ピ ーク高度/Spo2
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■装備関係                風 間 進 (浦和渓機 山岳会 )

く主な共同装備>
・キヤンプ地では、専用テントを使用(ハイキャンプのみ、2名で使用)
=シュラフ及びマットレス(二重)
=ザイル及びフィックス回―プ、スノーバー

=緊急用に、酸素ボンベ及びレギュレター準備
`幕営器材及び炊事用具―式、等

く主な個人接指>

品  名 数量 備 考 重技 Kg

ザック 大 70～80L 1本 70Lイ シイ製 赤 230

アタウクザック 中 25～45L 1本 30Lミ レー製 紫 150

羽毛服 1本 テンシャン製

インナー羽毛服 (上着) 1着 キヤラバン製 グレー 035

インナー羽毛服 (ズボン) 1着 035

フリースジャケット 1枚 フリース サレワ製 025

カッターシャツ・ポロシャッ 4枚 速乾素材 半袖 1“長袖3 080

Tシ ャツ 3枚 速乾素材 白 紺、ベージュ 060

ズボン 3本 速乾窯材 ベージュ、グレー 060

下着バンツ 3枚 速乾繁材 014

下着シャツ 1枚 速乾素材 016

防寒下着 上下 1組 違乾保温 ゼロポイント製 030

目出帽 1枚 ウール  ブ ルー 010

日よけ帽 1枚 アクリル ピ ンクキャップ 005

バンダナ 2枚 綿    汗 拭き兼用 008

耳当て 1枚 フリース  黄 004

手袋 1枚 アクリル ブ ルー 003

防寒手袋 2枚 フリース 紺 016

オー′`一ミトン 1枚 ナイロン ブ ルー5本 指 090

防寒ヤッケ 1組 ゴァテックス(雨具で代用)

サングラス 1本 スペア偏向レンズ(ケース込み) 010

サンダル 1足 ゴム  タ バ製 040

トレッキングシューズ 1足 布 ハ イカット GA R M O N T製 ゴアテ ックス 140

冬期用登山靴 1足 スカルパ製ファントム 8000 300

靴下 薄手 2足 綿 =ウール 自 ベージュ 012

靴下 厚手 2足 ウール  グ レー 黄 025

テントシューズ 1足 羽毛   赤 ヒマルチュリー製 020

アイゼン 1足

1
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■食料献立表(4/1～4/17)         塩 谷 毒子(大宮山岳会)

<コメント>
・現地で実際に食べた食事のリストを作成することに重点を置いた。
・日本食が罰理できるコック(ネパール人)を雇用した。
・体調に合わせてメニューを決められた。また、味付けの変更も容易にできた。
J限られた食材を上手に活用し、飽きのない食事を提供してくれた。
・衛生管理面では、食器、等の煮沸消毒を徹底し、直接、触ること及び拭くことも禁止。また、

コックやキッチンボーイには、手洗いの励行を徹度させた。

月 日 朝  食 昼  食 夕  食

4/打

ラーメン(ほうれん草、トマト)

サンドウィッチ(トマト、テーズ)

お、かしジャガイモ(マヨネーズ、

塩)

いわし(缶情)

刻みキャベツのマヨネーズ合え

白飯  チ キン生姜焼吉

テキンフライ 湯豆腐 (2切)

ほうれん草おひたし

野菜バター炒め(南瓜、小松紫)

パーパル(油で揚げた薄い煎餅

風) デ ザート(黄桃 「行胎)

4/2

お粥(梅干、ゆかり)

ナン(蛤蜜、パイナップルジャ

ム) 目 玉焼き

きのこと昆布佃煮

小女子と胡蝶佃煮

冷うどん(ほうれん革、大根おろ

し、練りわさび)

コロッケと千切リキヤペツ添え

ナン(蜂密、パイナップルジヤム)

デザート(バナナ)

鶏肉丼 (自飯 鶏肉、ピーマン、

ナス) 鶏 肉ステーキ

味暗汁(ふのり、青棄)

刻みオクラ

デザート(パイナップル:缶結)

4/3

お粥 (梅干、ゆかり)

トースト(蜂蜜、パイナップル

ジャム)玉 子焼き

キヤベツと人参の浅潰け

妙飯  ラ ーメン

ジヤガイモ(マヨネーズ、塩)

野菜炒め(カリフラワー、ウィンナ
ーッーセージ)

デザート(林檎)

白飯  味 噌汁 (豆腐)

なすとピーマンの味晴炒め

ほうれん草のおひたし

パーパル(油で協げた煎併風)

デザート(パイナップル:缶結)

4/4

餅 (磯辺焼き12ヶ)半熱玉子

お粥 (梅千、ゆかり)

トースト(蜂蜜、パイナップル

ジャム)

キャベツと人参の浅演け

ランテポックス(弁当)

サンドウィッチ

ゆで工子

カレー(自飯)

お吸い物

薬物おひたし

4/5

お粥 (梅干、ゆかり、お茶漬

け)

トースト(蜂蜜、パイナップル

ジャム)  玉 子焼き

キヤベツと人参の浅滋け

スパゲティ(シーテキン)

フライドポテト(ケチャップ、塩)

キャペツのマヨネーズ和え

スープ(コンツメ味)°

野菜妙め井 (自飯ち南IR、人参、

なす)味 噌汁(お、のり)

フルーツサラダ(林檎、みかん缶

詰)

デザート(パイナップル:缶結)

4/6

お粥 (梅千、ゆかり、お茶漬

け)     、

トースト(蜂蜜、パイナップル

ジャム)

玉子焼き(オムレツ風)

キャベツと人参の浅潰け

オムライス

スープ(グリンピース入り)

キヤペツ千切り、ミートローフ

インゲンと人ウサラダ

デザート(林檎)

白飯

すき続き(玉ねぎ、春雨、青票)

大根、ツナサラダ

デザート(フルーツポンチi缶結)
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4/7

お粥 (梅干、ゆかり、お茶潰

け)

半勲工子

キャペツと人参の浅漬け

レモンパンケーキ

蕎麦(rまうれん草、椎茸、生姜)

海藻サラダの酢の物

いわしの缶結

ジャガイモ(塩、マヨネーズ)

デザート(オレンジ)

自飯 刻 みオクラ

けんちん汁(ジヤガイモ、いんげ

ん、人参、玉ねぎ)

ビザ (赤ピーマン、マッシュルー

ム、南IR)

パーパル(油で揚げた煎餅風)

デザート(フルーツポンチi缶結)

4/3

雑炊

トースト(蜂蜜、パイナップル

ジャム)

目玉焼き

キャベツと人参の浅渡け

温うどん(ほうれん草、椎章、生

姜)海 藻サラダ酢の物

いわし:缶摘

ジャガイモ(塩、マヨネーズ)

デザート(オレンジ)

ほうれん革あんかけ井(自飯〉

みそ汁(お、のり)

キャペツと人参サラダ

デザート(フルーツポンチ1缶膳)

4/9

お粥 (梅干、ゆかり、お茶渡

け)

レモンパンケーキ

茶碗蒸し

キヤベツと人参の浅漬け

巻き寿司 (人参、大根、ほうれん

草、玉子)

マカロニサラダ(マカロニ、ゆで玉

子)

味噌汁(わかめ、大根)

キャベツの千切り

白飯

おでん(玉子、大根、人参、ジャ

ガイモ、椎葺、春雨)

葉物のおひたし

デザート(マンゴー:缶詰)

4/10

お粥 (梅干、ゆかり、お茶演

け) ナ ン

ゆで玉子

キャベツと人参の浅渡け

そうめん  薬 味(ねぎ、きざみ海

苔、大根おろし、生姜、わさび、

七昧唐辛子)キ ヤベツの酢の物

ジャガイモコロッケ(3ヶ)

デザート(オレンジ)

ミートローフ井 (自飯 ・ミートロー

フ、玉ねぎ、青菜)

味口曽汁(ふのり)

テーズ串揚げ

デザート(吉仁豆蔵)

4/11

お粥 (梅干、ゆかり、お茶演

け)半 熟玉子

キヤペツと人参の浅潰け

ランテボックスの中身 (ゆで玉

子、テーズ(2切)、ビスケット(1

袋)、みかん(lヶ))

アルファー米(五目飯)

インスタント味噌汁

4/12

お餅 (磯辺巻き)2ケ

インスタント味暗升

ラーメン

ジャガイモ(マヨネーズ)

カレー(白飯)な す煮びたし

デザート(オレンジ)

ケーキ(登頂祝)

4/13

お粥(梅千、お茶漬け)

バンケーキ(ミロ入り)

玉子焼き

混うどん(rまうれん草)

ナン(蜂蜜、パイナツプルジャム)

ビーマンとカリフラワー炒め

キャベツと人参サラダ

いわしi缶結

オクラ丼(自飯 オクラ)

味「曽汁(大根)

善雨サラダ(ゆで玉子)

マカロニサラダ

デザート(オレンジ)

4/14

雑炊 (マッシュルーム)

クロワッサン(蜂蜜、イテゴジ

ャム) ロ エ焼き

人参と大根の浅漬け

野菜井(人め、ビーマン、オクラ、

玉ねぎ、ナス、桜海老かき揚げ)

インスタント海鮮スープ

デザート(オレンジ)

御飯(自飯)メ ンチカツ 2ヶ

フライドポテト な す焼き

キャベツの酢の物

デザート(マンゴー:缶詰〉

4/15

お粥 (梅干、お茶漬け)

パンケーキ(ミロ入り)

王子焼吉

インスタント昧噌汁

温うどん(椎章へさんとう葉)

炒飯 (マッシェルーム)

ジヤガイモサラダ

デザート(オレンジ)

半熱玉手井 (自飯 玉子)

味噌汁  チ ーズ春巻き

子切り大根、

さんとう菓煮びたし

デザート(パイナップル:缶結)
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4/16

お粥 (梅千、お茶渡け)

玉子焼き

インスタント味暗汁

タラコスパゲティー(書ざみ海苦)

トマトスープ

いわし:缶詰

デザート(オレンジ)

ネバール料理 (ダルバート:白

飯、ジャガイモ、人参、豆スープ)

春雨と珍1すん棄妙め

人参とスパゲティのサラダ

デザート(責祉 :缶詩)

4/17

お粥 (梅千、お茶漬け)

王子焼き

インスタント味噌汁

冷そうめん

天婦SE(人参、玉ねぎ、いんげ

ん、南瓜、オクラ)

薬味(大根おろし、生装)

カレー(自飯)インスタント味噌汁

焼き鳥 テキン唐陽げ

ど一マンとさんとう菜妙め

キヤベツと人参千切り

ケーキ  ビ ール

※モーニングティーは、紅茶、ミルクティ、等及びビスケットがあった。尚、ランチ及びテント地に到着す

るとホットジュース、等の飲物サービスあり。

※毎食時に、コーに一、ミルク、各種紅茶、日本茶、ミロ等。15時 、夕食にポップコーンが時々あり。

※「メラtピーク登山における食事内容についてJ 武 蔵丘短期大学 健康生活学科 堀川 昭子

准教授に食事リストを提供し、解析及びコメントを戴きました。(別紙)

口会計報告 大山 光― (山学同人 比企)

■費 用 (参加費①+② )                 533,920円 /人

<内  訳 >

●参加費<国 内>                      148,520円 ①
<支 出>

渡航費、査証関係                     126,380円

団 費(持込食料 備品t土産 延泊代)             221140円

合  計 148,520円

●参加費く現地払い>※ lusD=82円 で換算 41 700 uSS‐   385,400円 ②
Jカ トマンズ滞在中のホテル代 (朝食付)
・ルクラの個室ロッジ代
・空港●ホテルの送迎、等
L国内線の往復航空券 (カトマンズ●●ルクラ)
・豊山に関わる費用 (登山料、登山経費、共同装備、酸素ホ

・
ンヘ

°一式、等)
・シエルパ、ヨック、等の同行費用及び保険代、等
・荷物等の現地運搬費用 (ポーター、等)
・現地食材及び備品購入代、等
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■あとがき

埼玉県山岳連盟海外登山委員会に集うメンバーが企画、実行したメラ ピーク登山は、全

員登頂という一番望ましいかたちで終わった。

かつてのヒマラヤ登山は、誰か一組、あるいは推か一人が山頂に到連すれば、登山は成

功。長期間にわたる準備と同じ労苦を共にしても、チャンスは平等ではなかった。とマラヤの

高所畳山になれば、多かれ少なかれ、そんな現実が待つていた。

だからこそ、それぞれの想いを、希望を叶えるために、全員登頂を目指すヒマラヤ登山が

望まれる。勿論、登山体力は必要だが、「自己管理Jと「自己責任」を有し、協調性があれば

記憶に残る貴重な体験ができると信じています。

それぞれが、リーダーの自覚を持つて行動する。手作り登山の大変さはあるが、最初から

今回することで目的意識も明確になり、登る山への愛着も湧いてくる。

昨今の登山ブームを反映して、中高齢畳山者、山ガール等、老若男女が日本百名山を始

め、いるいろな山を登つています。

そして海外登山の場合、公募登山隊やガイド畳山に参加するのだと思います。参加費を払

えば山に登れるという短絡的な風潮に警館を鳴らすことも必要だと考えています。

それは、登山の楽しみとは、目的・目標を掲げ、登頂ルートを決めた段階から始まつていま

す。与えられたことで満足するのではなく、知識と経験を活かし、知恵を働かせて登り方をエ

夫する。

登山方法にこだわることで、自分が参加しているという意識につながるからです。そして、

大事なことは決めた役割に対して、最後まで責任を持つということです。

わたしはサラリーマン時代、仕事と家庭を両立させながら、七大陸の最高峰や地球のテッ
ベンに輩える山を自分の力量と相談しながら、登頂した経験から言えることがあります。

それは、登山の取り組み姿勢です。起承転結の教えが示すように、ひとつのストリーを終え

て、初めて次のステップに移れると思つています。

小さなことができない人に、大きなことはできません。結果的に登頂できれば幸運であり、

残念な結果に終わつても経験が財産になります。

それとヒマラヤ登山では、高度順化というハードルをどう乗り越えるかが、常に大きな擦魁

です。だから、高度順化の対処とか対応について、今回の登山に参加したメンバーが自らの

実体験として会得していただければ幸いです。

ひとりでも多くの埼玉岳人にヒマラヤ登山を堪能していただきたいと思つています。海外登

山委員会に所属することで、海外登山が身近な存在になります。自分が企画や高所登山に

参加する環境があるということです。そんな魅力ある価値観が、埼玉県山岳連盟傘下の組織

の活性化につながると信じています。

そして、今回のメラ・ピーク登山が、ヒマラヤの高所登山に憧れる多くの岳人の布石になるこ

とを願つています。そして。ご支援をいただいた多くの方々に感謝を申し上げます。

2011年 6月 吉 日

彩の国メラ`ピーク登山隊

隊 長  大 山 光一
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